
＜JALふるさとワーキングホリデー＞ 鹿児島県奄美大島大和村
世界自然遺産の奄美大島でたんかん収穫作業やサスティナブルな島暮らしを体験！

参加者募集要項

◆ ここがポイント！
・ 世界自然遺産に登録され、生態系豊かな森やエメラルドグリーンの海など、豊かな自然の恩恵を受ける奄美大島
大和村の盆地特有の昼夜の寒暖差で甘く、高品質に育った柑橘類の「たんかん」収穫の作業を実習しながら
大切な地球資源と地域産業のサスティナブルな在り方を考える２週間です。

・ 農家での体験以外にも、特産品の「たんかん」「すもも」を活用した加工品作り等を手伝います。
・ 農作業の手伝いや研修以外の自由時間をテレワークに充てたり、ゆったり穏やかに流れる時間の中で、島での暮らし
を体験してください。

◆ 募集対象 ※ホームページ上「募集要項」欄にある「募集対象」が前提となります

・ 自然豊かな島での果樹栽培、地域産品を使った6次化商品の開発に興味をお持ちの方。
・ 美しい自然の中で、サスティナブルな地域の在り方、「農」ライフ等を体験し、奄美大島への移住を検討してみたい方。

◆ 受入先（座学、研修あり）
・ 大和村たんかん農家さん、合同会社ひらとみ（マンゴー、原木シイタケ）
・ 大和まほろば館（産品加工・販売）
※滞在中は現地事務局（大和村集落まるごと体験協議会）がサポートします。

◆ 募集人数
20名程度
（応募が多数となった場合には、厳正なる抽選のうえ結果をご連絡いたします）

◆ 受入概要
【スケジュール】 2023年2月12日（日）〜2023年2月25日（土）

2日間の移動日を除き、研修10日間、休日2日間
【研修内容】 たんかんの収穫、選果・選別、出荷作業

マンゴー園の栽培管理、原木シイタケの収穫体験
たんかん、すももを加工する6次産業化施設での実習
サスティナブルな地域資源開発について考えるワークショップ など

【研修時間】 09：00〜13：00または13：00〜17：00（半日、4時間程度）
なお、農家さんの都合により終日作業となる場合、翌日の研修はお休みとなります。

【宿泊】 大和村の民宿、フォレストポリスのバンガロー施設（相部屋、Wi-Fiあり）
【食事条件】 朝食・夕食は滞在先にて。昼食は各自。（食費は各自負担となります）

◆ 参加費
羽田空港ー現地間の往復交通費、現地での宿泊費用、研修費用は無料。
※食費は各自負担となります。（現地にて都度お支払いください）

◆ 地域体験
滞在中は、自然遺産観察ツアーなどにも参加して、奄美大島の豊がな森や美しい海をお楽しみください。

◆ その他

【集合】 2023年2月12日 10:30頃（羽田空港第一ターミナルにて受付）

日本航空「JALふるさとワーキングホリデー」事務局


